
2025 年度 

第７回理事会議事録 

 

日    時    2026 年１月 17日（土）13時 30 分～15 時 39 分 

場    所    歯科技工士会館 

出    席    森野会長，山下・下江・下澤副会長，松井専務理事（※），大西・河西・前川・ 

石川・片岡・松尾常務理事，佐野・藤王・鬼束理事 

（理事 14 名中 14名出席） 

秋山監事（監事２名中１名出席） 

欠  席  上野監事 

<※印：進行> 
 

議長は開会を宣し，理事会の議事進行を松井専務理事に委任して本理事会が開催された。 

 

【  議  事  内  容  】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

事業」として公開された歯科専門職の普及啓

発のためのウェブサイトの内容について報

告があった（山下副会長）。 

オ 2026 年度事業計画・予算（案）について説

明があり，次回理事会での承認作業へ向けて

追加，修正等があれば再提出するよう依頼が

あった（松井専務理事）。 

カ 2025 年４月に施行された「公益社団法人及

び公益財団法人の認定等に関する法律」（公

益認定法）の改正により次期役員改選期に外

部理事・監事の設置が必要となったことを受

け，候補者の選考および承認方法等に関する

協議が行われた（松井専務理事，全役員）。 

キ 建築基準法上における歯科技工所を建築す

ることができる用途地域について，全国的な

建築確認審査・検査の統一化を図るための適

用事例をもとに説明がされるとともに，今後

の関係行政への確認，対応の必要性等につい

て協議が行われた（松井専務理事，全役員）。 

ク 本年１月末日での職員退職について報告が

あった（松井専務理事）。 

（２）事業推進 

ア 厚生労働省委託「歯科補てつ物製作過程等

の情報提供推進事業」における患者アンケー

ト収集状況ついて報告があった（片岡常務理

事）。 

イ 厚生労働省委託「歯科技工所業務形態改善

等調査検証事業」（令和６年度補正予算事業）

の実施内容等について報告があった（松井専

務理事）。 

１  会長挨拶 

 新年を迎えての挨拶，年度末へ向けた計画事業

完遂へ向けた推進，地震や天候不順等に伴う災害

対応への備え，インフルエンザ流行等に伴う感染

対策への心がけ等について挨拶があった。 

２  議    案 

（１）全    般 

ア 会務の確認および担当役員を決定し，挙手

14名により全会一致で承認した。 

イ 第 15 回社員総会における日技役員選挙管

理委員会の設置について，挙手 14 名により

全会一致で承認した。 

ウ 山梨県歯科技工士会，千葉県歯科技工士会

からの顕彰申請（日技会長感謝状授与）につ

いて，挙手 14名により全会一致で承認した。 

３  報告・協議事項 

定款第 26 条第３項に基づき，会長・業務執

行理事等から以下の報告等があった。 

（１）全    般 

ア 地域組織歯科技工士会周年行事および新年

祝賀会への出席，上野厚生労働大臣への歯科

技工士に関する予算・政策要望書提出等につ

いて時局報告があった（森野会長）。 

イ 厚生労働省令和８年度予算案等における歯

科技工士関連事業の内容について報告があ

った（松井専務理事）。 

ウ 厚生労働省依頼により実施する「歯科技工

に係る調査」内容の説明および回答への協力

依頼があった（松井専務理事）。 

エ 厚生労働省「歯科専門職の業務の普及啓発 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ウ 厚生労働省委託「歯科技工所業務形態改善

等に係る調査・検証事業一式」における歯科

技工指示書・歯科技工録の標準化およびデジ

タル連携基盤整備に関する検証事業の進捗

状況について報告があった（山下副会長）。 

エ 次期歯科診療報酬改定へ向けた厚生労働省

保険局歯科医療管理官への要望書提出につ

いて報告があった（大西常務理事）。 

オ 中央社会保険医療協議会（中医協）におけ

る歯科技工に関連する検討内容について説

明があった（大西常務理事）。 

（３）法人運営 

ア 最近の地震や天候不順等に伴う災害におけ

る会員の被災状況等について報告があった

（河西常務理事）。 

（４）財務管理 

ア 次回理事会での承認作業へ向けて 2026 年

度各事業予算案の内容を精査する旨の報告

があった（河西常務理事）。 

（５）組織対策  

ア 第 4 回および第 5 回組織対策検討委員会

（2025 年 11 月 11 日、12 月 16 日）の内容に

ついて報告があった（前川常務理事）。 

イ 2025年度組織拡充事業支援金の支給状況等

について報告があった（前川常務理事）。 

ウ 2025 年 12 月度会員数に関する動向につい

て報告があった（前川常務理事）。 

エ 2026 年度上半期新卒者入会推進費の支給に

ついて報告があった（前川常務理事）。 

オ 優秀学生表彰へ向けた各歯科技工士養成機

関への表彰対象者推薦依頼について報告が

あった（前川常務理事）。 

カ 組織対策事業としての検証を予定している

「（仮称）団体会員制度検証事業」（案）の内

容について説明があった（前川常務理事）。 

キ 2026年度以降入会者の会員番号運用に関す

る整理を目的とした新たな番号構成（案）に

ついて説明があった（前川常務理事）。 

（６）教育研修 

ア 2025 年度，2026 年度の歯科技工士生涯研修

開催・参加状況および認可状況について報告

があった（石川常務理事）。 

イ 2025 年度における「感染症予防歯科技工士

講習会」および「日技指定研修」の受講状況

について報告があった（石川常務理事）。 

ウ 2026年度歯科技工士生涯研修に関する厚生

労働省後援名義の使用許可について報告が

あった（石川常務理事）。 

エ WEB のみによる生涯研修の認定案が未提案

である点について、早急な対応を求める指摘

があった（森野会長、松井専務理事）。 

（７）広報企画 

ア 「第４回広報企画委員会」（2025 年 11月 15

日）の内容について報告があった（山下副会

長）。 

イ 2025 年度「献血ボランティア活動」に関す

る各地域組織歯科技工士会の実施意向調査

結果について報告があった（山下副会長）。 

ウ ホームページのリニューアルに伴う掲載内

容整理へ向けた対応および日技アプリ・デジ

タル会員証公開へ向けた進捗状況等につい

て報告があった（佐野理事）。 

（８）歯科技工所管理 
ア 「歯科技工所常備録」【DL ファイル】改訂追

録が完成し開設者会員へ送付する旨の報告

があった（片岡常務理事）。 

イ 愛知県および京都府におけるダイレクトメ

ールによる広告違反事例に対し，厚生労働省

「歯科技工広告ガイドライン」，歯科技工所

管理委員会作成「関係法規違反対応フロー」

により当該地域組織歯科技工士会と連携を

図り対応する旨の報告があった（片岡常務理

事）。 

（９）歯科技工士労務対策 

ア 2025 年度「歯科技工士の働き方改革セミナ

ー」の開催状況について報告があった（松尾

常務理事）。 

イ これまでの『日本歯技』誌上における掲載

内容を新ホームページへ掲載する準備を進

める旨の報告があった（松尾常務理事）。 

（10）その他 

ア 役員選挙実施年を除く社員総会の WEB 開催

について協議し，実施有無については引き続

き検討していくこととなった（松井専務理

事，全役員）。 

イ 義歯刻印事業については，当該地域組織歯

科技工士会毎に歯科医師会等と連携を図り

事業推進されていることを鑑み，日本歯科技

工士会としての指針は示さないこととなっ

た（松井専務理事，全役員）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
以上をもって本日の理事会は，終始異状なくすべての議事が終了したので，議長は閉会を宣し

散会した。 

 

ウ これまで５年毎に開催してきた日本歯科技

工士会創立周年事業について，今後 10 年単

位での開催も視野に入れるかどうかについ

て協議し，引き続き検討していくこととなっ

た（松井専務理事，全役員）。 

エ 歯科技工におけるリモートワーク等を念頭

としたセキュリティ対策強化のため，関連動

画を作成しホームページ上でのアーカイブ

配信を念頭に対応していく旨の報告があっ

た（山下副会長）。 

オ 地方公共団体における歯科技工所への物価

高騰対策支援金支給状況の再調査を実施す

ることとなった（松井専務理事，片岡常務理

事，全役員） 

カ 組織拡充施策推進の必要性，職員退職に伴

う事務局体制の整備等に関する監事所見が

あった（秋山監事）。 

 

以   上 


